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昭和 36 年 6 月 20 日生まれ
友愛幼児園、田名小、田名中、県立麻溝台高校卒業
昭和 59 年
平成８・９年
平成 13 年まで
平成 15 年から

神奈川大学経済学部経済学科卒業
相模原商工会議所青年部会長
スリーエフ田名四ツ谷店を経営
相模原市議会議員（現在５期目）

新たな社会（ウイズコロナ）へ
早期のシフトチェンジを図る。

コロナとの共生社会の実現を！1

小田急多摩線の延伸に向け、唐木田駅、
上溝駅間の課題等の解消に取り組む。

小田急多摩線の田名・愛川方面への
延伸計画の策定を！3

脱炭素社会の実現に向け、都市基盤整備を
進める。

財政調整基金活用により脱炭素
社会実現に向けたまちづくりを！2

2

中村まさはるプロフィール
略　歴

第43代・第48代相模原市議会議長
総務・建設・議会運営委員会の各委員長
自由民主党神奈川県相模原市支部連合会 副幹事長
自由民主党相模原市議団 相談役
小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会長
相模原スポーツを応援する議員連盟 副会長

公職歴等

持続可能な中央区のまちづくりを！
コロナ禍からの早期脱出を目指して

・区役所への更なる財源・権限移譲の推進
・主体的な施策実施による区民意識の醸成

区役所の
機能強化

・市民への御用聞きを徹底し意識改革を図る
・マイナンバーカード活用による無駄な
事務の削減

行政改革

・相模総合補給廠返還地を活用した新たな
まちづくりの推進

・交差点改良工事等推進による交通渋滞緩和
基盤整備

・収益性の高い農業への支援と観光事業の
再構築

・大型倉庫企業との連携
産業・観光

・脱炭素社会に向けた各種施策の実施
・自然災害に強いまちづくりの推進環　　境

・防犯カメラ設置増等により、安全な生活
環境の確保

・防災等、危機管理体制の充実
防災対策

・温かい中学校給食の実現
・一人一台あるパソコンを有効活用した
教育の実現

教　　育

・国民皆歯科検診の早期導入による医療費
の抑制

・高齢者・障がい者支援の充実と、子育て
環境の整備

保健・福祉

ODAKYU
 ENSHIN

地域活動

スポーツ
ボランティア

つるや呉服店 店主　淵野辺ひばり幼稚園理事
昭和47年5月13日 淵野辺生まれ
学校法人八木学園淵野辺ひばり幼稚園卒園
相模原市立淵野辺小学校卒業
桜美林中学校卒業（生徒会長・ソフトテニス部）
桜美林高等学校卒業（生徒会長）
桜美林大学国際学部国際学科卒業（体育会自動車部）
青年海外協力隊　平成13年度３次隊モンゴル国派遣

■ 相模原市立幸町児童館館長　■ 大野北地区青少年健全育成協議会委員
■ 相模原市消防団機関員　■ 学校法人八木学園理事
■ 桜美林学園同窓会幹事　■ 相模原市商店連合会副会長
■ にこにこ星ふちのべ商店会副会長
■ JAXA宇宙科学研究所と夢を創る会幹事　■ 大野北銀河まつり事務局長

■ バルセロナオリンピック国際ユースキャンプ
■ 長野オリンピックエスコートスタッフ
■ 東京オリンピック・パラリンピック言語スタッフ（英語、モンゴル語）

は
ぎ
う
だ

自
民
党
推
薦

住み続けたくなる街づくりを一緒に!
今こそ責任世代の代表を市政に！

経

　歴

大好き中央区！子育て世代から選ばれる街

高齢者が外出しやすい街

学生が卒業後も住み続ける街

宇宙を身近に感じられる街

会話が弾む商店街がある街

▶誰でも、いつからでも学びやすい環境整備

▶日常生活を徒歩圏で完結でき、買い物難民ゼロ化

▶JAXA 宇宙科学研究所と地域をつなぎ、子ども達へ宇宙規模の夢と誇りを

▶商店街と大学等の研究機関を結び産学連携も促進します

2

1

3

4

5

▶卒業後も中央区に住み続け、地域活動に取り組む方へ
　インセンティブを用意する【大好き中央区定住計画】

自治会・PTA・消防団・見守り隊・商店街…
地域のみなさんと一緒に生活者視線で

住み続けたくなる街づくりを実現します。

は
ぎ
う
だ
康
治
が
目
指
す
中
央
区

〈趣　味〉
マラソン・トライアスロン
〈人生の道標となる言葉〉

学而事人

はぎうだ康治の
活動詳細は
コチラ➡

や
す
は
る康治

一人を大切に、未来をひらく。

に
し
や
克
己
か
つ
み

公明党

●
１
９
６
３
年
７
月
26
日
生
ま
れ（
59
歳
）

●
創
価
大
学
経
済
学
部
卒

●
大
手
百
貨
店
外
商
部
に
14
年
間
勤
務

●
外
資
系
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
10
年
間
勤
務

●
２
０
１
１
年
４
月
、
相
模
原
市
議
会
議
員
初
当
選

●
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

●
環
境
経
済
常
任
委
員
会
委
員

●
大
都
市
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員

●
小
田
急
多
摩
線
延
伸
を
促
進
す
る
議
員
連
盟
会
計

●
公
明
党
神
奈
川
県
本
部
政
策
局
次
長

プロフィール

　大
手
百
貨
店
外
商
部
、
外
資
系
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で

計
24
年
間
勤
め
、
２
０
１
１
年
、
相
模
原
市
会
議
員
に

初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　以
来
３
期
12
年
で
お
受
け
し
た
市
民
相
談
は
約

９
０
０
０
件
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、

「
一
人
を
大
切
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
走
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
徹
し
て  

　一
人
　の
声
を
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
が
未
来
を
ひ

ら
く
と
確
信
し
て
、
大
好
き
な
相
模
原
の
た
め
に
、

誠
実
第
一
で
働
き
ま
す
！

“

“
にしや克己は目指します

■認知症の高齢者や障がい者の
ご家族が 安心できる、 GPS装着
靴の貸し出し制度を実現

■小児医療費助成の対象を高校
３年生まで拡大へ

■ウクライナ避難民への住居確保、
生活や就労の支援を推進

■風水害時の避難場所を53 か所
から 114 か所に増設

主な実績

1

2

3

4

5

災害から市民の命を守る

高齢者がはつらつと過ごせる

子どもの笑顔はじける

若者からシニアまで

相模原駅北口エリアのまちづくりを推進し

　
安全・安心なまち相模原に！

　
100歳健康のまち相模原に！

　
子育て世帯を応援するまち相模原に！

　
幅広い世代が働けるまち相模原に！

　
活気あるまち相模原に！

紹介しきれない
実績は

コチラから
▼

国
・
県
・
市
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

を
推
進
！

物
価
高
騰
対
策

現
場
の
声
を
カ
タ
チ
に
し
ま
す
！

住
み
続
け
た
い
ま
ち
・
さ
が
み
は
ら

　子育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
・
さ
が
み
は
ら

０
０
０
件
を
超
え
る
市
民

相
談
。
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
、

変
わ
り
ゆ
く
地
域
社
会
で
生
ま
れ

る
切
実
な
声
は
、
常
に
胸
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
、

頼
り
が
い
の
あ
る
温
か
い
政
治
が

相
模
原
に
必
要
で
す
。
私
、
岡
本

こ
う
ぞ
う
は
、
愛
す
る
ま
ち
を

守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

徹
し
て
寄
り
添
い
、
現
場
の
声
を

カ
タ
チ
に
し
ま
す
。

●1969年3月、相模原市中央区生まれ●市立横山小学校、市立清新中学校、県立上溝南高校、
成田つくば航空専門学校卒●1989年、日本飛行機㈱入社、30年間、飛行機・ヘリコプター
の整備にあたる●防災士●小学校PTA会長●2019年4月、相模原市議会議員初当選●防災特
別委員会委員長●小田急多摩線延伸を促進する議員連盟理事●公明党神奈川県本部青年局次
長●中央区横山在住、妻・長女の3人家族

岡本こうぞう・プロフィール

岡
本
こ
う
ぞ
う

お
か
も
と
54歳

公明党

「
行
く
ぞ
う
！ 

聞
く
ぞ
う
！ 

働
く
ぞ
う
！
」 

地
域
を
守
る
。◀入りきらない 

　岡本情報は
　コチラから

誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
へ

◇「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」の
い
る

家
庭
、
産
後
の
家
庭
へ
訪
問

家
事
支
援
制
度
の
導
入

◇
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

学
校
教
育
環
境
の
充
実

◇
市
立
小
中
学
校
の
図
書
購
入
費

増
額
を
実
現

◇
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

　
（
現
金
集
金
か
ら
口
座
振
替
に
し
て

教
職
員
・
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
）

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

◇
上
溝
駅
前
広
場
の
路
面
ブ
ロ
ッ
ク

を
補
修
、
歩
道
橋「
ふ
れ
あ
い
橋
」

の
歩
道
面
を
補
修

◇
道
路
陥
没
の
補
修
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
、
側
溝
掃
除
で
冠
水
の

防
止
等
、
合
計
164
カ
所
実
現

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◇
手
続
き
検
索
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
わ
た
し
の
手
続
き
案
内
」の
創
設

◇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
市
内
の
お
店
を
経
済
支
援

■
高
齢
者
に
も
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
構
築
お
よ
び
交
通
環
境

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
！

■
介
護
施
設
お
よ
び
介
護
従
事
者
の

不
足
解
消
と
在
宅
介
護
の
支
援
を

強
化
し
ま
す
！

■
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
子
ど

も
が
社
会
に
巣
立
つ
ま
で
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
策
を
拡
充
し

ま
す
！

■
児
童
手
当
の
大
幅
な
拡
充
、
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
推

進
し
ま
す
！

■
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
対
策

に
力
を
入
れ
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！

岡
本
こ
う
ぞ
う
は
、
目
指
し
ま
す
！！

３

岡
本
こ
う
ぞ
う
の

主
な
実
績

1期４年

相模原市議会議員選挙  選挙公報相模原市議会議員選挙  選挙公報
中央区選挙区（定数17人）中央区選挙区（定数17人）令和５年４月９日執行

相模原市選挙管理委員会

－１－ この選挙公報は、候補者から提出された原稿を、そのまま印刷したものです。
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光
り
輝
く
相
模
原
へ！

新
時
代
に
新
世
代
!

西
田
ゆ
う
と
25歳公式HP インスタグラムFacebook

平成９年生まれ 　25歳
相模原市中央区青葉１丁目　在住
相模原保育園、八王子市立横山第二小学校
私立桐朋中学校
平成28年：私立桐朋高校　卒業
令和 ２ 年：慶應義塾大学文学部　卒業
令和 ２ 年：三井不動産リアルティ （株）入社
令和 ４ 年：株式会社西田グループ設立

宅地建物取引士、FP2級技能士
ドローンラウンジジュピター 認定2等技能認証
プログラミングエンジニア養成学校
G’s ACADEMY dev.13期卒業生
柔道初段、キッズレスリングインストラクター
海外教育支援、中央小学校児童クラブ　元補助員
消防団員、青葉一丁目独立防災隊員
相模原青年会議所、元少年補導員連絡会

教育・子育て環境の充実
これからの未来を創るために子どもへの投資を！

○GIGAスクールによる個別最適化した学習機会の促進！
○安心安全に過ごせる子どもの居場所の拡充！　○学校教職員の勤務環境の早期改善！
○一人親家庭でも安心して子育てできる環境作り！

1
安心・安全なまちづくり
自助・互助・共助の地域づくりで安心・安全な暮らしを！

○地域ごとの防災活動を支援し、災害に強い相模原市を目指します！
○ドローン等の最新技術を使った防災の取り組みを促進します！
○誰もが安心できる医療・介護体制を目指します！

2
地域活性化
地域ごとの特性を活かし相模原に活気を！

○JR淵野辺駅の快速急行停車を実現し、駅から淵野辺公園周辺までを銀河のまちへ！
○地域DX化の促進により、市民生活や地域経済を改善する取り組みを行います！
○民間活力の導入や地域住民の声を反映させた形で公共施設の再編に取り組みます！
○国政、県政、市政の連携を強化し、住みやすい魅力的なまちづくりを進めます！

3

全
世
代
で
つ
く
る
魅
力
的
な
相
模
原
へ
！

経

　歴

資
格
・
活
動
歴
等

西
田
ゆ
う
と

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

少子化が加速し人口が減少していく現代だからこそ、“人”に力を入れた政策で、
若い世代も巻き込み“全世代でつくるまちづくり”を目指します！

まちづくりのためのシンフォニーまちづくりのためのシンフォニー

プ は
っ
と
り

自
由
民
主
党
公
認

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

誠
実
に
、
粘
り
強
く
、

ま
ち
づ
く
り
を
前
へ
進
め
ま
す
！

裕明
ひろ あき

さぁ、奏 でよう！輝く未来を！

共に支え合う、あたたかなまち

ルロ フ ィ ー

か
な

第１楽章

困りごとを「他人事」ではなく「自分事」として考え、地域での子育て支援、
高齢者の見守りなどの充実をめざします。

ワクワク、ドキドキする、活気あふれるまち第２楽章

小田急多摩線の延伸を見すえ、相模総合補給廠一部返還地を活用した相模原駅
周辺のまちづくりを進めます。

第３楽章

学力の向上、通学路の安全確保、芸術やスポーツの
感動体験など、教育環境の充実をめざします。

子どもたちが
生き生きと輝けるまち

第４楽章

住民の「自助・近助・共助」で、地域の防災、防犯・
交通安全、美化、福祉などの充実をめざします。

安全に、安心して暮らせるまち

ひとごと

◇1957年１月生まれ、南橋本在住
◇2019年市議会議員初当選、
総務委員会委員長、市民文教委
員会副委員長を歴任◇保護司
◇元相模原市南区長、元桐蔭横
浜大学（法）非常勤講師◇上溝
小・上溝中・厚木高・中央大（法）・
武蔵野大（人間科学）卒業◇相模
原市消防団ラッパ隊サポーター、
全国パーキンソン病友の会神奈
川県支部ボランティア

・障がいへの理解促進に向けた取組みを行います
・障がい者のコミュニティーの場面づくりを行います
・企業との連携による障がい者の就労支援を推進します
・認知症予防の周知活動と認知症家庭への支援の充実
を図ります

・高齢者の健康づくりと活躍の場面づくりを進めます

1 全ての人が活躍できる
福祉を目指して

・地域活動の活性化による共助の醸成を促進します
・移住/定住者促進に向けた施策を提案します
・商業/観光の振興と商店街の活性化を目指します
・新たな企業誘致と市内中小企業の発展に向けた連携に
取り組みます

・地域生活に密着した新たな交通網の整備に取り組みます

3 地域の安全と経済の発展を
目指して発展を目指して

・各地区の文化資源の掘り起こしと活用を推進します
・スポーツを通した地域コミュニティーの醸成を促進します
・市民の健康づくりの推進を図ります
・各スポーツ団体の活動支援を行います

4 文化・スポーツの振興
・地域における子育て支援活動を応援します
・学校教育におけるＩＣＴの活用を図ります
・子どもの貧困対策と居場所づくりについて取り組みます
・民間活用による教育環境の連携整備を提案します

2 子育て・教育環境の充実を
目指して

渡 

部
と
し
あ
き

自
民
党
公
認

４つの政策
渡部としあきの

市民の声を形に！
提案・即実行

渡部としあきプロフィール

わたなべ

誕生日：1963年3月8日（Ｏ型）　山形県東置賜郡川西町生まれ 山形県立米沢工業高等学校卒
自由民主党相模原市議団
自由民主党相模原市中央区第八支部 支部長
小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 事務局長
環境経済委員会 副委員長
基地対策特別委員会 委員
相模原市公共交通整備促進協議会 理事

神奈川県宅建政治連盟 顧問
相模原市 新中央飲食組合 顧問
和道空手道 藤和会総本部 顧問
相模原中央ライオンズクラブ 第一副会長
さがみはら地球温暖化対策協議会 広報部員

・上溝公民館体育部員
・上溝公民館館報編集部員
・相模原市小中学校PTAサポーター
・上溝地区五部会役員
・上溝地区本久自治会広報部長
・元上溝中学校PTA会長
・元上溝高等学校PTA会長

議
会
活
動
・
そ
の
他

地
域
活
動

地元相模原市で生まれ育ちました
私立清心幼稚園卒園  ／  市立向陽小学校卒業（鼓笛隊一期生）
私立玉川学園中等部・高等部・玉川大学文学部芸術学科（ピアノ専攻）卒業
平成15年相模原市議会議員初当選現在五期目  ／  元副議長
現在 相模原市ラジオ体操連盟副会長・さがみはら発達障がいサポーターズ代表 他
立憲民主党神奈川県総支部連合会副代表

！！
大沢ようこプロフィール

大
沢
よ
う
こ

市
議
会
議
員
候
補（
中
央
区
）

立
憲
民
主
党
公
認

①子育て支援の推進！
〇子どもが平等に食する学校給食を無償化し「子育て
世代にやさしいまち」をめざします。
〇子育て世代の雇用に取り組む企業を誘致し、子育て
するなら“さがみはら”をめざします。
〇学習格差の解消の為の教育支援をめざします。

②縦割り行政改善の推進！
〇医療・福祉・財産管理等の一体化を進め、
お悔やみ窓口を設置し、
　「利便性の高い市役所」をめざします。

③高齢者の元気を推進！
〇免許返納とセットで考える高齢者の移動支援の
充実をめざします。
〇いつでも好きなことを学べる生涯学習の充実を
めざし、「健康寿命延伸のまち」をめざします。
〇高齢者が身近に集えて交流できる場所を増やします。

⑤シティセールスの更なる推進！
〇観光資源や特産物を発掘し「みんなが知ってるまち」を推進します。

④安心安全の暮らしを推進！
〇大規模災害において、大学と連携した避難
所の設置や、要援護者用トイレの拡充等、
「災害に強いまち」をめざします。
〇救急医療連携体制を充実し安心なまちを
めざします。
〇障がい者雇用の拡充と理解促進を更に推進
します。

めざします   5 つの「推進」！めざします   5 つの「推進」！めざします   5 つの「推進」！

相模原市議会議員選挙  選挙公報相模原市議会議員選挙  選挙公報
中央区選挙区（定数17人）中央区選挙区（定数17人）令和５年４月９日執行

相模原市選挙管理委員会

この選挙公報は、候補者から提出された原稿を、そのまま印刷したものです。 －２－



あ
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投
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家族は夫と愛犬コロ／ 1960年、横浜市保土ヶ谷区生まれ／
1978年、私立横浜学園高等学校卒業／
2015年4月、相模原市議会議員初当選／民生委員会／
少子高齢化・人口減少社会に関する特別委員会副委員長／
公明党神奈川県本部女性局次長／
マイブームはウォーキング・公園清掃・スマホカラオケ

うしろだ博美・プロフィール◀入りきらない 
　情報は
　ホームページで

「
ま
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て
安
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し
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！
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模
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ま
へ

●道路の補修、道路標示、カーブミラーの設置、
　電柱の移設など２期８年で61箇所実現
●小児医療費助成の対象者を高校３年生まで拡充へ
●乳がん早期発見の対策として乳がんグローブの配布
●視線計測装置を発達障害支援センターに導入
●夜間中学校（市立中学校夜間学級）の設置
●災害時における乳児用液体ミルクの流通備蓄を実現
　

うしろだの主な実績 　「地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
」を
モ
ッ
ト
ー

に
２
期
８
年
、
お
一
人
お
一
人
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り
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い
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さ
な
声
を
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き
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◇
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等

の
防
災
対
策
の
推
進

城
太
郎

じ
ょ
う
た
ろ
う

み
す

相模原市立上溝南小学校・相模原市立上溝南中学校卒業、神奈川県立相模台工業高等学校卒業（ラグビー部に入部し、全国大会出場）
東海大学卒業（７人制ラグビー日本代表、松前賞受賞）、７人制ラグビー日本代表、15人制関東代表、日本選抜、三菱重工相模原ダイナボアーズ
三菱重工労組相模原支部執行委員、相模原地域連合事務局次長　　家族　妻、長男、二男

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

子育て支援
●医療費助成制度内容・対象の見直し
●市内中学校完全給食化の早期実現　など

1

高齢者への支援
●高齢者が生きがいを持てる環境づくり
●交通弱者・買い物弱者対策

2

産業・雇用
●さがみはら産業集積推進施策（STEP50）
　の推進・企業誘致による雇用確保　など

3

地域活性化・交通対策
●渋滞改善に対する積極的な取り組み
●広域交流拠点としてふさわしいまちづくりの推進　など

4

危機管理・防災・衛生対策
●関係機関との連携による防犯対策の強化
●大規模災害に備えた対策と迅速な復旧体制の構築

5

スポーツ振興
●スポーツを通じて子ども達の成長をサポート
●市内スポーツ施設の環境整備　など

6

6

相模原の未来へ
市民とスクラム！

つ
の
政
策

暮らしやすい、働きやすい街に！

無
所
属・国
民
民
主
党
推
薦
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中央区選挙区（定数17人）中央区選挙区（定数17人）令和５年４月９日執行

相模原市選挙管理委員会

この選挙公報は、候補者から提出された原稿を、そのまま印刷したものです。－３－



投　票　日

投票時間

月 日（日）4 9

あなたの一票を
大切にしましょう。

午前 時から

◎　入場整理券を忘れずにお持ちください。
◎　入場整理券が届かないとき、あるいは紛失したときは、
　　投票所の係員に申し出てください。

時まで7 午後8




